
 

報道資料 

 

 

令和３年７月５日 

十日町市越後松之山「森の学校」キョロロ 
 
 

 

「森の学校」キョロロでは、夏季企画展「眼
め

展―生き物が見る世界のカタチ―」を開催

します。「眼」を通じて入ってくる色や形の情報は、私たちが周囲の世界を認識する上で

最も重要な情報の一つです。この企画展では、主に里山で見られる身近な生き物の持つ眼

の多様性、眼の機能と進化を紹介し、生き物がどのように世界を見て、視覚を利用してい

るのかを紹介します。生体展示や映像、クイズラリーなど、子どもから大人まで、たっぷ

りと生き物の眼の世界を楽しめる内容です。 

 

１ 会   期   ７月17日（土）から10月17日（日）まで 

 

２ 開 館 時 間   午前９時から午後５時（入館は午後４時まで） 

 

３ 休 館 日   火曜日休館 ※８月は休館日なし 

 

４ 入 館 料   高校生以上 500 円、中学生以下無料 

 

５ そ の 他   

(1) 「とおかまちスノーカントリーミュージアム」の事業として、収蔵標本や生体のデ

ジタルアーカイブ化を進めています。その成果の一部を、巨大昆虫パネルにしてキ

ョロロ周辺の野外に設置します。 

(2) 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、「カブトムシルーム」は今年もケージタ 

イプで展示します。 

           

６ 添 付 資 料   チラシ 

夏季企画展「眼
め

展―生き物が見る世界のカタチ―」 

の開催について 

十日町市 

■お問合せ先  

 十日町市立里山科学館 越後松之山「森の学校」キョロロ 

 担当：小林誠（学芸員） ☎025-595-8311 



十日町市立里山科学館　越後松之山「森の学校」キョロロ
〒９４２-１４１１　新潟県十日町市松之山松口１７１２-２
　 ０２５-５９５-８３１１　　kyororo@dolphin.ocn.ne.jp



報道資料 

 

 

令和３年７月５日 

十日町市博物館 

 

 

 

 

 

十日町市博物館では、夏季企画展「器
うつわ

の移り変わり―縄文から現代まで―」を開催し

ます。企画展では、普段は収蔵庫に保管されている、十日町市内出土の縄文土器や古代

の土器、中世の焼き物を中心に、市民から寄贈された現代の陶磁器
と う じ き

も展示して、この地

域で使われていた器の変遷を紹介します。 

 

１ 会  場  十日町市博物館 企画展示室 

 

２ 会  期   ７月27日（火）から８月29日（日）まで 

           休館日：８月２日（月）、10日（火）、16日（月）、23日（月） 

 

 ３ 開館時間  午前９時から午後５時（入館は午後４時30分まで） 

 

 ４ 観 覧 料  500円（常設展も見学可能、団体20名以上400円）、中学生以下無料 

 

５ 報道機関向け展示説明会 

   日  時  ７月 26 日（月）午前 11 時から 

 

６ 添付資料   チラシ 

 

夏季企画展「器
うつわ

の移り変わり―縄文から現代まで―」 

の開催について 

■お問合せ先  

 十日町市博物館 

 担当：菅沼 亘 ☎025-757-5531 

十日町市 




